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本日のお話し

1. パナソニックの概要

2. 「東日本大震災」からの気づきと対応

3. BCM構築ガイドライン

4. 災害ポータル『 』
～Teamsを活用した災害情報の集約・共有システム～

5. 社会の公器
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自己紹介
• 研究部門、環境部門、リスクマネジメント部門、情報システム部門で勤務
• 松下電器産業株式会社（現 パナソニック ホールディングス株式会社）

環境本部では、家まるごとの環境効率の向上、
ライフサイクル（LCA）での環境への影響の削減を企画・推進
環境効率アワード 経済産業省産業技術環境局⾧賞（最高賞）
 LCA日本フォーラム表彰 経済産業省産業技術環境局⾧賞（最高賞）

• パナソニック株式会社（現 パナソニック ホールディングス株式会社）本社リスクマネジメント室で
は、「東日本大震災」と「タイの洪水」を経験
「東日本大震災」ではパナソニックグループとして初めて設置された「全社緊急対策本部（現 グ
ループ緊急対策本部）」で事務局として災害に対応
これら災害対応の経験をふまえ、「パナソニックグループBCM構築ガイドライン」を制定し、パナソ
ニックグループ約200の事業場（日本とアジアの製造／営業）のBCP策定／BCM構築を支援

• 現職の情報システム本部で、BCP/BCM構築および防災DX（危機管理DX）を企画・推進
• 「自然との共生」への貢献を、ライフワークとしています
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パナソニックグループ体制

4



5



本日のお話し

1. パナソニックの概要

2. 「東日本大震災」からの気づきと対応

3. BCM構築ガイドライン

4. 災害ポータル『 』
～Teamsを活用した災害情報の集約・共有システム～

5. 社会の公器

6



東日本大震災の対応から気づきと対応
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気づき

• 経営層の参画が必須

• 全部門の参画と部門間連携が必須

• 明確に認識されていないだけで、各部門の業務規
程・ガイドライン類に、災害対応・対策が存在

• 原因事象によるBCP策定では想定外が発生

• 迅速な災害情報の集約・共有が必須

対応

• 経営層が必ず参画すること

• 全部門が必ず参画すること
各部門の災害対応・対策を
体系化し、整合性を明確化

• 結果事象でBCPを策定すること

• 防災DXの推進

BCM構築
ガイドライン

災害ポータル

企業文化を活かしたBCPの策定／BCMの構築企業文化を活かしたBCPの策定／BCMの構築
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BCM構築の流れ
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1    基本方針

3.1 事前準備の実施

3.2 防災・減災対策の実施

3.3 教育・訓練の実施

4    確認

5    経営層による見直し

計画

実行

改善

方針

2.1 事業継続方針の策定

2.2 有事の対応の策定

2.3 防災・減災対策の策定 未然防止

起こる事が前提

戦略



東日本大震災の対応から気づきと対応
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経営層の参画
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 2011年11月 『事業継続マネジメント（BCM）構築ガイドライン』 制定
 経営層向けに「要旨」、担当者向けに「解説付き」を作成
 2011年11月 『事業継続マネジメント（BCM）構築ガイドライン』 制定
 経営層向けに「要旨」、担当者向けに「解説付き」を作成

解説付き要旨
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全部門の参画

例）

14

各部門の業務規程・ガイドライン類に、既に存在する災害対応・対策を
BCP/BCMの枠組みで体系化し、不足は新たに制定、各部門の取り組みの整合性を明確化

各部門の業務規程・ガイドライン類に、既に存在する災害対応・対策を
BCP/BCMの枠組みで体系化し、不足は新たに制定、各部門の取り組みの整合性を明確化

企画 経理 人事 総務 施設 調達 物流 製造 情報 ・・・ 広報

事業継続方針の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

有事の対応 ・・・
安否確認 従業員 ○ ○ ○
状況確認 ライフライン ○ ○ ○ ○ ○
状況確認・復旧 調達 ○ ○

物流 ○ ○
設備 建物・非構造二次部材 ○ ○ ○

原動（ユーティリティ） ○ ○ ○ ○
生産設備 ○ ○ ○
情報システム ○ ○

情報発信 ○ ○
・・・

防災・減災 ・・・
対策 従業員 ○ ○ ○

ライフライン ○ ○ ○ ○ ○
調達 ○ ○
物流 ○ ○
設備 建物・非構造二次部材 ○ ○ ○

原動（ユーティリティ） ○ ○ ○ ○
生産設備 ○ ○ ○
情報システム ○ ○

・・・
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結果事象によるBCPの策定
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原因事象（リスクの種類）

自然災害:地震

自然災害:台風

自然災害:津波

自然災害:洪水

大規模事故:火災、・・・

大規模事故:テロ

感染症

結果事象（被害の現象）

従業員の出勤率低下

ライフライン復旧の⾧期化

サプライチェーンの断絶

物流網の途絶

設備の破損
・建物、非構造二次部材
・原動（ユーティリティ）
・生産設備
・情報システム

関連の部門（例）

人事、労政、総務

施設、総務

調達

物流

・施設、総務
・施設、総務、生産技術
・生産技術
・情報システム

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・
・・・
・・・
・・・

被害の想定方法を原因事象から結果事象へ見直し被害の想定方法を原因事象から結果事象へ見直し
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災害ポータル『 』
～Teamsを活用した災害情報の集約・共有システム～
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 災害に関する会話を集約

000 災害報告アプリ
001 災害報告サマリー
002 災害報告マップ
・
・
011 事業会社1
012 事業会社2
・
・

 災害報告アプリ  災害報告サマリー／マップ
【災害報告マップ】

【災害報告サマリー】

コミュニケーション 災害情報の集約 災害情報の共有

グループ全
体の連携

各組織内
の連携

1

2

3

『災害ポータル』とは、災害情報を集約・共有し、意思決定の迅速化を支援するシステム
Teams上に、「コミュニケーション」「災害情報の報告」「災害情報の共有」の3つの機能を設置

『災害ポータル』とは、災害情報を集約・共有し、意思決定の迅速化を支援するシステム
Teams上に、「コミュニケーション」「災害情報の報告」「災害情報の共有」の3つの機能を設置



災害発生時、パナソニックが取り組んだこと

① 拠点レポート:拠点と各部門（人事、IT、製造など）の調査項目の結果の一覧表

② ドメインレポート:①の要約、ドメインの復旧方針、全社緊急対策本部への支援要請などの一覧表

③ 可視化（地図）:災害範囲の拠点の表示
拠点の被害の有無などの表示
地形（海、川など）と拠点の位置関係の確認
道路、鉄道、各種施設と拠点の位置関係の確認

＊）拠点:製造事業場（工場）、営業所、オフィスなど
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東日本大震災時、パナソニックグループの全社緊対策本部にて
災害情報の集約・共有に関して実施したこと

東日本大震災時、パナソニックグループの全社緊対策本部にて
災害情報の集約・共有に関して実施したこと



災害発生時のフロー:東日本大震災当時
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 メール、電話、ファクスで依頼  メール、電話、ファクスで集約
→ 資料作成
→ メール、電話、ファクスで報告

 メール、電話、ファクスで集約
→ 資料作成
→ メール、電話、ファクスで共有

コミュニケーション 災害情報の集約 災害情報の共有
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 資料作成、リレー方式の災害情報の伝達に多大な工数を要し、最新情報の共有が困難
⇒ 意思決定が遅延する可能性

現場への問い合わせや訪問対応により、復旧が遅延・停滞する可能性

 資料作成、リレー方式の災害情報の伝達に多大な工数を要し、最新情報の共有が困難
⇒ 意思決定が遅延する可能性

現場への問い合わせや訪問対応により、復旧が遅延・停滞する可能性



災害情報の集約・共有:東日本大震災時
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全社全社■■

●●

・
・

ドメインドメイン■■

●●

・
・

拠点拠点■■

●●

・
・

拠点拠点■■

●●

・
・

BUBU■■

●●

・
・

BUBU■■

●●

・
・

ドメインドメイン■■

●●

・
・
・

拠点緊急対策本部拠点緊急対策本部 BU緊急対策本部BU緊急対策本部 ドメイン緊急対策本部ドメイン緊急対策本部 全社緊急対策本部全社緊急対策本部

●●、■■:人事、IT、製造など緊急対策本部のチーム

資料作成、リレー方式の災害情報の伝達に多大な工数を要し、最新情報の共有が困難資料作成、リレー方式の災害情報の伝達に多大な工数を要し、最新情報の共有が困難



災害発生時のフロー:『 』
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 Teamsに投稿

災害通知を投稿

 災害報告アプリに入力  災害報告サマリー／マップ
で共有

【災害報告マップ】

【災害報告サマリー】

コミュニケーション 災害情報の集約 災害情報の共有

事業会社レポート
事業会社緊急対策本部
事業会社レポート
事業会社緊急対策本部

中間レポート
中間緊急対策本部

中間レポート
中間緊急対策本部

拠点レポート
拠点緊急対策本部

拠点レポート
拠点緊急対策本部

1

2

3

 最新情報の迅速な共有
⇒ 意思決定を迅速化
⇒ 現場への問い合わせをなくし、復旧を迅速化

 最新情報の迅速な共有
⇒ 意思決定を迅速化
⇒ 現場への問い合わせをなくし、復旧を迅速化

迅速な復旧により
生活を再建

災害からの復旧・復興に貢献



災害発生時のフロー:Before-After比較
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東
日
本
大
震
災
時

災
害
ポ
ー
タ
ル

半日～3日
⇒即時更新

半日～3日⇒即時更新化により、『復旧』と『意思決定』を迅速化半日～3日⇒即時更新化により、『復旧』と『意思決定』を迅速化



災害ポータル『 』の発展（1）
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2016 2018 20192017

 被災状況を集約するシステムの調査研究・導入

 地理情報システムの調査研究・試行
現場に定着せず
メール継続・・・

 有事のためだけのツー
ルの使い方を覚える
のは困難、忘れる

 災害発生時、散在
するツールを使いこな
すのは困難

平時も有事も利用可能
Teamsの活用



災害ポータル『 』の発展（2）
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2020 2022 20232021

できるかも!?
・とりあえずやってみた
・IT版を先行開発

できた!
・もっとできるはず!
・予算がついた!

さらにできた!
・グループ全体の取り組みへ!
・他社さんからも問い合わせ!

部内で内製
手探り

開発部隊導入
確信

・着手

Teams
導入加速

ローコードでスモールスタート!
有効性を確認しながら推進

ローコードでアジャイル開発!
口頭や紙芝居の説明では会話が
成立しなかったが、実際に動くもの

を作ることで会話がスムーズに



パナソニックグループ全体の取り組みへ!
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グループ1
グループ2
グループ3

分科会

●●●●○○○検討会

●△△△WG

●□□□委員会

●
●

●
●

●

役割1
役割2
役割3
役割4
役割5

説明会

●●導入／防災訓練

試行

役割別説明会

グループ化による
徹底的な課題抽出

1 2 3 4 7 8

6 9

5 10

課題整理 改修 改修課題整理

ローコードによるアジャイル開発で、計10回改善を重ねて導入ローコードによるアジャイル開発で、計10回改善を重ねて導入



災害ポータル『 』の発展（3）
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2020 2022 20232021 2024

できるかも!?
・とりあえずやってみた
・IT版を先行開発

できた!
・もっとできるはず!
・予算がついた!

さらにできた!
・グループ全体の取り組みへ!
・他社さんからも問い合わせ!

部内で内製
手探り

開発部隊導入
確信

・着手

アジャイルで
継続的改善!

Teams
導入加速

ローコードでスモールスタート!
有効性を確認しながら推進

ローコードでアジャイル開発!
口頭や紙芝居の説明では会話が
成立しなかったが、実際に動くもの

を作ることで会話がスムーズに
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本日のお話し

1. パナソニックの概要

2. 「東日本大震災」からの気づきと対応

3. BCM構築ガイドライン

4. 災害ポータル『 』
～Teamsを活用した災害情報の集約・共有システム～

5. 社会の公器

31



会社は公器や

32

 今後の日本の社会には、
過密過疎という現象が起き
るにちがいない

 職がないから人が出ていく

昭和30年、当時松下電器は
各方面から九州への工場進
出の強い要請を受けていた

ある中堅幹部
「私は不賛成です。いろんな
面で不利だと思います」

 それは非常に不利な条件
ばかりだけれど、若干の経
済性を犠牲にしても、この
際松下電器は地域の要請
にこたえるべきや

社会の公器「きみもそう思うか。みんなもそ
う言っとる。でもな、わしは引き

受けることに決めたんや。」



米子に工場を立てた背景
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米子に工場を立てた背景
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 現在の実情を考えれば、
多少の経済性を犠牲にし
てでも、過疎に悩む地方に
貢献していくことがわが国企
業に課せられた使命である

 その後、松下電器では、人
口減少著しい県から優先
的に工場展開を進めました

「米子には働く
場がなく、若い
人たちは皆大
阪や東京へ出
て行ってしまい、
さびしい思いを
しています」



今後の展開
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Microsoft 365 & Teams Day 2023、
国土セイフティネットシンポジウム、などで
発表の機会をいただき、メディアにとりあげていただきました

お客さまより、多くのお問い合わせをいただき、
グループ内利用で販売品ではないことを承知の上で、
販売して欲しいとのご要望をいただいています

現在、販売の準備をしています
⇒コミュニティ運営によるソリューション改善の効率化

Teamsの共通プラットフォームを活かした共助活動

Microsoft 365 & Teams Day 2023講演

さらなる
復旧の迅速化



災害ポータル『 』

由来
• 災害発生時、情報は錯そうしますが、

きれいな川の流れのような、きれいな情報
の流れをつくることを目指しています
きれいな川＝青い川 をイメージし、
「Japan Blue」とも称される「INDIGO」を
用い、『INDIGO RIVER』としました

2020年東京五輪・パラリンピックにおいて
日本の伝統色として使われています

36



ありがとうございました
お問い合わせ先

https://service.is-c.jpn.panasonic.com/contact


